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【論文審査の要旨】 
 2004 年のインド洋津波は，25 万人以上の死者を生んだとされる。インドネシアのアチェ
州は歴史上，多数の津波を経験しており，特に 2004 年の津波は甚大な被害をもたらした。
しかしこの際に，過去の災害に基づく教訓は活かされなかった。このことから，過去の災害
についての情報伝達は，災害リスク軽減のために重要であるといえる。 
 筆者はこのテーマに対し，以下のようにアプローチしている。まず，現地取材と文献調査
を経て，過去の災害についての資料を収集している。次いで，収集した資料をオープンソー
ス・ソフトウェアのデジタルアースにマッシュアップし，多元的なデジタルアーカイブを制
作している。さらに災害の情報を社会に共有するために，オンライン／オフラインのコミュ
ニティの形成を試みている。 
 本論文は，以下の内容で構成されている。 
 第 1 章から第 3 章においては，論文の概要，先行研究と関連研究，そして本研究におけ
るデジタルアーカイブの制作手法・評価手法の概要について述べられている。 
 第 4 章では，筆者は現地調査によって過去の災害についてのデータを収集し，デジタル
アースを用いたデジタルアーカイブを制作している。さらに，このデジタルアーカイブによ
る学習効果を検証する実験を行っている。そして実験の結果より，若い世代に過去の災害の
情報を伝達するために，筆者の手法が適していると結論している。 
 第 5 章においては，過去の災害についての情報ギャップを埋めることを目的に，映像作
品を製作している。作品では，科学者が津波のデータを分析する場面と，口伝による津波伝
承の場面の組み合わせによって，双方の重要さが表現されている。この映像はウェブ公開さ
れ，さらに津波博物館の常設展示作品に選ばれている。筆者はこの状況を，過去の災害につ
いての情報伝達の出発点として評価している。 
 第 6 章では，災害の遺産を保存することを目的として，津波被災者の証言を収集し，デジ
タルアース上に視覚化している。筆者はさらに被災地を調査し，被災遺構には災害について
の学びが含まれており，経済を活性化していることを明らかにしている。そしてこれらの知
見は，日本をはじめとする他の災害地域にも役立つと結論付けている。 
 第 7 章において筆者は，アチェ州における復興と再建のデータを視覚化している。さら
にその結果を分析し，建物の構造が災害への耐性を高め，経済成長を促進したことを明らか
にしている。筆者はこのことから，復興と再建のデータの視覚化は，災害リスク軽減のため
に効果的であると結論している。 
 第 8 章では，災害の情報を共有するコミュニティの形成が試みられている。筆者はその
ために，対面のワークショップとソーシャルメディアを組み合わせて用いている。そして，
メディアの報道とユーザの行動を分析した結果，災害の情報が社会に共有され，広まってい
ることが示されている。筆者はこの結果から，コミュニティは継続的に成長していると評価
している。 
 第 9 章において筆者は，デジタルアースを用いて，日本・インドネシア両国の津波被害状
況を比較している。そして，2011 年の東日本大震災では，多数の人々が低地の避難所で亡
くなっていることと，過去の災害の経験を踏まえた 2012 年のアチェ地震においては，人々
は避難所よりもむしろ高所に逃れる傾向があったことを明らかにしている。筆者は，こうし
た経験の共有は，災害リスク軽減のために重要であると結論している。 
 第 10 章では，ワークショップを開催し，デジタルアーカイブによる学習効果の検証実験
を行なっている。筆者はその結果から，制作したアーカイブは，知識を得て学んだ情報を共
有するメディアとしての機能を備えており，持続可能な災害リスク軽減と，災害情報の社会
に向けた伝達に貢献することが示されたと結論している。 
 各章の結果より，筆者が制作したデジタルアーカイブには，過去の災害に関する情報を
人々に伝える効果があり，コミュニティ形成の試みも，社会から一定の評価を得ていること
が示されている。本研究の成果は，過去の災害に関するローカルな知識が，グローバルな災
害リスクを軽減するための貴重な教訓となることを示唆しており，激甚災害が多発しつつ
ある今後の社会にとって，特に有用なものであると考えられる。よって，博士（学術）の学
位を授与するに十分な価値があると認められる． 
 （最終試験又は試験の結果） 
本学の学位規則に従い，最終試験を行った．公開の席上で論文発表を行い，学内外から
多数の出席者を得て多角的な討論を行った．また，論文審査委員により本論文及び関連
分野に関する試問を行った．これらの結果を総合的に審査した結果，専門科目について
も十分な学力があるものと認め，合格と判定した． 
